The phonetic characteristics of temporary onomatopoeia in comics: with a special focus on English by 小檜山, 紫織 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 6 号 (2010) 
- 71 - 
マンガにおける臨時的な英語オノマトペの音韻的特徴 
 
小檜山 紫織 
 (日本課程日本語専攻)  
 
キーワード：英語、オノマトペ、音韻構造、語彙化、マンガ 
 
0. はじめに 
本研究は、日本語のマンガとその英訳版に現れたオノマトペを対象とした研究である。
一般に、マンガではオノマトペが多用される傾向にある。本研究は、マンガ特有の英語オ
ノマトペの音韻的特徴を、数量的データに基づいて整理することを目的とする。 
 
1. オノマトペとは 
オノマトペについての定義は各研究においてさまざまである。本研究では、語彙化した
もの・語彙化していないもの両方を扱う。そのため、それらをまとめた総称と、語彙化し
ていないものの名称を確認する。 
 
1.1. 用語の定義 
 田守・スコウラップ (1999) は、オノマトペの定義について以下のように述べている。 
 
オノマトペは、もっとも一般的な定義では、現実の音をまねている語、あるいは尐なくともそのよ
うに見なされる語を指す (ぎしぎし、quack 等)。しかしながらこの術語は、声を含む音を表す語に対
してだけでなく、動作の様態 (くねくね、zigzag) や、肉体的 (ぽっちゃり、plump) あるいは精神的 (も
さっ、sluggish) な状態を描写する語に対しても、用いられることがある。 
[田守・スコウラップ (1999: 10)]  
 
田守・スコウラップ (1999) は、個人的な使用例としてのオノマトペが存在することも指
摘しており、そのような語彙化していないオノマトペを「臨時語」と呼んでいる。本研究で
は、声や音、様態や状態を表す語の総称を「オノマトペ」とし、辞書に記載されておらず、
十分に語彙化していないと判断されるオノマトペを「臨時的なオノマトペ」とする。 
 
2. 先行研究 
 英語オノマトペの音韻形態的特徴、一般的な英語語彙の音韻構造について概観する。 
 
2.1. 英語オノマトペの音韻形態的特徴 
ジョーデン (1982: 135-138) は、英語オノマトペの音韻形態的特徴として反復をあげてお
り、そのパターンを以下①～③のように示している。 
①同じ音列がそのまま繰り返されるもの (hush-hush「こっそり」)   
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②始めの部分と二つ目の部分の第一子音が交替、あるいは子音が付け加えられるもの 
(teeny-weeny「とても小さい」、itsy-bitsy「小さい」)  
③始めの部分と二つ目の部分で母音交替 (特に「狭母音→広母音」が多い) が起こるもの 
(jingle-jangle「チャリンチャリン」)  
 
また、田守・スコウラップ (1999) は、英語オノマトペの音韻形態的特徴として、反復以
外に 2 つの接辞 -ety や ker- (ka-) をあげている。 
 
2.2. マンガに見られる英語オノマトペの音韻形態的特徴 
ジョーデン (1982) は、マンガにおける英語オノマトペの音韻形態的特徴を以下のように
まとめている。 
 
表 1: マンガにおける英語オノマトペの音韻形態的特徴 
 (1)  語尾の「母音＋k」、「母音＋kt」、「母音＋sht」 
 (2) 「同一母音または子音の連続」 
 (3) 「英語の綴り字の規則から逸脱したもの」 
[ジョーデン (1982: 139-140) を要約] 
 
2.3. 一般的な英語語彙の音韻構造に関する先行研究 
御園 (2001) は、一般的な英語語彙に見られる音韻構造について以下のようにまとめてい
る。C は子音、V は母音を表す。 
 
表 2: 英語一般語彙に見られる音韻構造の頻度 
音韻構造 頻度 
CV 34% 
CVC 30% 
VC 15% 
V 8% 
CVCC 6% 
[御園 (2001: 46) に基づき、筆者が作成] 
 
3. 調査 
 本研究では、マンガ作品中のオノマトペから辞書に記載されているかどうかによって臨
時的な英語オノマトペを選び出し、その音韻構造と語頭・語末子音の出現頻度を分析した。
紙幅の都合上、ここでは音韻構造の調査についてのみ取りあげる。 
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3.1. 調査資料 
調査に用いた資料は以下の 3 作品である。オノマトペが多用され、訳者が英語母語話者
であるマンガ作品を選んだ。なお、以下では ( ) の略号を用いる。 
Alexander O. Smith (2005) DR.SLUMP Vol.1  (計 185 ページ)   (D)  
DeConnick, Kelly Sue (2008) SLAM DUNK Vol.1  (計 192 ページ)   (S)  
Lance Caselman (2003)  ONE PIECE Vol.1  (計 207 ページ)   (O)  
 
3.2. 抽出方法 
本研究では、以下 5 点の基準を設け、マンガ作品から用例を抽出した。 
・セリフと地の文におけるオノマトペは一切扱わず、手書きの「文字」表現として背景に
書かれたものを対象とする。 
・「！」や「？」などの感嘆符や「…」は、音韻構造に含まれないものと考え、抽出しない。 
・1 コマの中に手書きで描かれた同じ字体のオノマトペを 1 単位とするが、同様の字体のオ
ノマトペであっても、場面から別個の音や様子を表現していると判断できるものについ
ては、それぞれを 1 単位とする。 
・同一の音や様子を単純な反復で表しているものは、音韻構造が同一であると考えられる
ため、反復部分を除いて 1 単位とする。 
・オノマトペの抽出は、異なり語数で行う。既出のオノマトペが再度現れても抽出しない。 
 
3.3. 分類方法 
 抽出したオノマトペが臨時的かどうか判断するために、2 冊の辞典を用いた。 
・松田徳一郎 (2007) : 英語オノマトペ辞書、語数は 846 語 
・＿＿＿＿＿ (1999) : 英和辞典、語数は約 27 万語 
 
A, B の辞書への見出し語としての記載の有無によって、オノマトペを以下の 4 つに分類
し、Ⅰに分類されたものの音韻構造を分析した。各分類の名称は筆者による。 
 
Ⅰ: 臨時的な英語オノマトペ: 英語オノマトペ辞書・英和辞典どちらにも載っていないもの 
Ⅱ: 英語オノマトペ: 英語オノマトペ辞書にのみ載っているもの 
Ⅲ: 準英語オノマトペ: 英語オノマトペ辞書・英和辞典どちらにも載っているもの 
Ⅳ: 一般英語語彙: 英和辞典にのみ載っているもの 
 
3.4. 母音・子音の分析基準 
本研究では臨時的なオノマトペを対象とするため、問題の語が英語において一般的な音
形を持っているかを判断する必要がある。母音・子音それぞれの分析基準として、竹林・
桜井 (1985) による英語の発音と綴り字の関係を参照し、オノマトペの音韻構造を分析した。
例えば、oooh「オオッ」や dsh「ゴツ」のような場合には、下記の分析基準に従って、oo｜
oh →VV 型、d｜sh →CC 型のように音韻構造を分析した。 
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 (1)  母音の分析基準 
・基本的には母音字 1 字を 1 単位とする。 
・以下のスペリングが生じた際には、まとめて 1 単位とする。 
→ai, ao, au, ah, al, ar, aw, ay, ach, air, are, ie, ir, ier, iew, igh, ir, ire, ui, ur, ure, uy, ee, ea, ei, eo, eu, 
er, ew, ey, ear, eau, eer, eir, ere, eur, eye, oa, oe, oi, ou, oo, oh, or, ow, oy, oar, olo, oor, ore, oul, 
our, ough, ower, wo, yre, y (子音字の後), yr 
 
 (2)  子音の分析基準 
・基本的には子音字 1 字を 1 単位とする。 
・子音字が連続した場合、以下のスペリングが生じた際には、まとめて 1 単位とする。 
→pp, bb, tt, dd, gg, ff, ss, zz, mm, nn, ll, rr, ch, ck, dg, dj, ed, gh, ng, ph, rh (語頭), sc (e, i, y の前), 
th, tch, ci, ge, gi, qu, si, su, sci ssi, ti 
 
4. 調査結果 
 調査結果を表・図を用いて以下に示していく。なお、表・図中の C は子音、V は母音、
－は長音記号と考えられるもの、＋は 2 つ以上の語が組み合わさっていること、＝はハイ
フンでつなげて表記されていたことを表す。 
 
4.1. 全用例の分類結果 
抽出した全オノマトペの分類結果を以下に表で示す。なお、表 3 中の＜ ＞内は各作品の
全オノマトペ数に対するⅠ: 臨時的な英語オノマトペの割合を表す。 
 
表 3: 全用例の分類結果 (異なり語数)  
作品 オノマトペ数
／ページ数 
Ⅰ: 臨時的な英
語オノマトペ 
Ⅱ: 英語オノ
マトペ 
Ⅲ: 準英語オ
ノマトペ 
Ⅳ: 一般英語
語彙 
D 227／185 118＜52.0％＞ 6 80 23 
S 249／192 93＜37.3％＞ 10 111 56 
O 248／207 170＜68.5％＞ 6 52 20 
計 724／584 381＜52.6％＞ 22 243 78 
 
今回得られたオノマトペは、マンガ作品 3 作品 584 ページ中 724 例である。作品ごとに
得られたオノマトペの全用例数に大きなばらつきはなかったが、分類別に見てみると、Ⅰ: 
臨時的な英語オノマトペが全体の半数を超える結果となった。また、作品ごとの全用例数
に対する、Ⅰ: 臨時的な英語オノマトペが占める割合は、最高で (O) の 68.5％、最低で (S) 
の 37.3％となり、作品によって臨時的なオノマトペが出現する度合いに大きな差が生じた。 
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4.2. 臨時的な英語オノマトペに見られる音韻構造 
 今回の調査で抽出したⅠ: 臨時的な英語オノマトペの総数は、381 例であったが、複数の
作品で重複した例が 25 例あったため、これらについては重複分をまとめて 1 例として音韻
構造を分析した。さらに、日本語版で既にアルファベット表記されていたものをそのまま
英語版で用いたと考えられる例が 2 例 (DOM「DOM」、BAKOOM「BAKOOM」) あったた
め、これらについては分析の対象外とした。よって、ここでは、366 例の音韻構造を見てい
く。今回抽出したⅠ: 臨時的な英語オノマトペ 366 例の音韻構造の内訳は以下のとおりであ
る。なお、( ) 内の数値は、総数に対する割合を示す。 
 
表 4: Ⅰ: 臨時的な英語オノマトペの音韻構造の内訳 
音韻構造  数 
母音のみで構成されるもの 11 (3.0%)  
子音のみで構成されるもの 85 (23.2%)  
母音と子音で構成されるもの 270 (73.8%)  
合計 366 (100.0%)  
 
4.2.1. 母音のみで構成される臨時的な英語オノマトペ 
 母音のみで構成される臨時的な英語オノマトペは 11 例しか見られず、全体の約 3％にと
どまった。表 5 に母音のみで構成される臨時的な英語オノマトペの音韻構造を示す。 
 
表 5: 母音のみで構成される臨時的な英語オノマトペの音韻構造 
音韻構造 数 例「日本語版での表記」 
VV 1 oooh「オオッ」 
VVV 1 aaah「キャー」 
VVVV 2 aaaa「あああああ」、aaaah「あああああ」 
VVVVV 2 aaaaah「ああああああ」、oooooh「ドオオオッ」 
VVVVVV 3 aaaaaa「あああああ」、aaaaaah「ズッコーン」 
VVVVVVVV 1 aaaaaaaa「あああああ」 
VVVVV+VVVV＋VVV 1 ooooo oooo ooo「オーオーオー」 
合計 11  
 
母音のみで構成される臨時的な英語オノマトペは、全体数が尐なく、明確な音韻構造の
特徴はつかめなかった。しかし、その多くが人の叫び声や歓声を表す、「あああああ」「オ
オッ」などの間投詞的な日本語オノマトペに対応した例であった。そのため、音韻構造は
多様であったが、すべての例に用いられる母音字は、a と o のみであった。 
 
 
小檜山 紫織 
- 76 - 
4.2.2. 子音のみで構成される臨時的な英語オノマトペ 
子音のみで構成される臨時的な英語オノマトペは 85 例見られ、全体の約 2 割を占めた。
以下に、単純な反復回数を除いた、オノマトペ 1 単位内の音韻構造の割合を図に示す。な
お、1 例しかなかったものはまとめて「その他」として示す。 
2%
2%
11%
22%
2% 11% 13%
37%
CC(11例)
CCC(31例)
CCCC(19例)
CCCCC(9例)
CCCCCC(2例)
CCCCCCC(2例)
CCC－(2例)
その他(9例)
 
図 1: 子音のみで構成される臨時的な英語オノマトペ 1 単位内の音韻構造 
 
 オノマトペ 1 単位内の音韻構造を見てみると、CC 型は全体の約 13％、CCC 型は全体の
約 37％、CCCC 型は全体の約 22%を占めており、CCC 型＞CCCC 型＞CC 型の順に子音の
みで構成される臨時的な英語オノマトペが創出される傾向にあると考えることができる。 
また、CC 型・CCC 型・CCCC 型を除く残りの 28％の用例については、2 点の特徴を見出
すことができた。1 つ目は、bzzzz「ブーン」や pffffffft「プププーッ」のように音韻構造の
2 子音目以降に 3 つ以上の同一子音の連続を持つものである。同一子音の連続はジョーデン 
(1982) が既に指摘している特徴であるが、今回の調査で得られた 3 つ以上の同一子音連続
は、f, m, r, s, z のいずれかであった。これらの子音字は、竹林・桜井 (1985) による英語の
綴り字の規則によれば、いずれも ff, mm, rr, ss, zz のように、2 つの同一子音の連続が許され
る子音字であり、このことが 3 つ以上の同一子音連続を創出することに影響を及ぼしてい
ると考えることができる。この点から、ジョーデン (1982) が指摘した同一の子音連続は、
全ての子音字において起こりうる現象ではない可能性が考えられる。2 つ目は、長音を表そ
うとする際に、ジョーデン (1982) が指摘したように同一の子音字や母音字を重ねるのでは
なく、mrph―「どよーん」のように、通常の英語表記では用いられない長音記号を使用す
る例である。これは、日本語版で使用されている長音記号の影響を大きく受けていると考
えられ、日本語版を英訳したマンガ独特の表現である可能性も高い。 
 
4.2.3. 母音と子音で構成される臨時的な英語オノマトペ 
 母音と子音で構成される臨時的な英語オノマトペは 270 例見られ、全体の約 7 割を占め
た。以下に単純な反復回数を除いた、オノマトペ 1 単位内の音韻構造の割合を図に示す。1
例のみ現われる音韻構造が非常に多かったため、数が 5 例以下の音韻構造は「その他」と
してまとめて図中に示す。 
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図 2: 母音と子音で構成される臨時的な英語オノマトペ 1 単位内の音韻構造 
 
今回得られた音韻構造と、2.3.に示した一般的な英語語彙に見られる音韻構造の頻度を比
較してみると、一般的な英語語彙が CV 型＞CVC 型＞VC 型であるのに対し、臨時的な英語
な英語オノマトペでは、CCVC 型＞CVC 型＞CCVCC 型であった。CVC 型は両者に共通し
ているものの、一般的な英語語彙では出現頻度の低い CCVC 型や CCVCC 型は、臨時的な
英語オノマトペ特有の音韻的特徴であると考えることができる。 
また、母音と子音で構成される臨時的な英語オノマトペの中には、2 点の特殊な形態を見
出す事ができた。1 つ目は、cha-ching「カシャ」、fa-wak「ザクッ」などの、ハイフンを含む
音韻構造である。複数例得ることができた音韻構造のうち、ハイフンを含むものは 13 種類
あった。このうち、田守・スコウラップ (1999) が英語オノマトペの音韻形態的特徴として
あげた、衝撃・爆発などを表す接辞 ker- (ka-) を用いている例は ka-blash「ドゴォン」、ka-klik
「ガチャ」、ker-ploosh「ザザーン」、ka-wak「ドキャ」、ka-wap「ボカ」の 5 種類であった。
これらの語は、接辞 ka- (ker-) に後続する部分が臨時的な語であるものの、接辞として語彙
化している ka- (ker-) と結びつける事で、衝撃音を表すオノマトペとして十分に認識されう
ると訳者が考え創出したのではないかと考えられる。他の 8 種類については、ハイフンの
前要素の語が A, B いずれの辞書にも記載されておらず、接辞としての機能が確認できなか
った。しかし、この 8 種類の形態を見てみると、ba-bamm「ババン」、ba-bing「ギラギラ」、
cha-ching「カシャ」、da-boom「どどんっ」、da-doon「どーん」、da-dum「ずどーん」、fa-wak
「ザクッ」、ga-cheen「ガチーン」と、いずれも、ハイフンの前要素 CV の部分の母音が a
であった。2 つ目は、2 つの異なる語が組み合わさった音韻構造である。複数例得ることが
できた音韻構造のうち、2 つの異なる語が組み合わさったものは 6 種類で、da dum「がらー
ん」、ta dum「ズゥーン」、bam slam「ばんっばんっ」、ching klang「キキン」、clatter clack「ガ
チャガチャ」、klata klak「ババシッ」であった。これらの例を見てみると、前要素と後要素
において、t→d や ch→kl のような第一子音の交替、a→u や i→a のような母音交替が起こっ
ていることが分かる。これらの交替は、ジョーデン (1982) が英語オノマトペの音韻形態的
特徴としてあげた反復のパターン (始めの部分と二つ目の部分の第一子音が交替、あるいは
子音が付け加えられるもの・始めの部分と二つ目の部分で母音交替 (特に「狭母音→広母音」
が多い) が起こるもの) に含まれるものである。 
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5. まとめと今後の課題 
 今回の調査で明らかになったことを以下にまとめる。 
①臨時的な英語オノマトペがとりうる音韻構造の傾向 
・子音のみで構成される音韻構造 ― CCC 型＞CCCC 型＞CC 型 
  ・母音と子音で構成される音韻構造 ― CCVC 型＞CVC 型＞CCVCC 型 
②臨時的な英語オノマトペがとりうる特殊な形態 
  ・通常の英語表記では用いられない、長音記号の使用 
・一般的な英語オノマトペの音韻形態的特徴としてあげられる、反復 (母音交替・子音
交替を伴う) や接辞 ( ka-, ker-など) の利用 
③ジョーデン (1982) が既に指摘している「同一子音の連続」について 
・2 つの同一子音連続が綴り字の規則上可能な子音字 (ff, mm, rr, ss, zz,など) に限って
起こりうる。 
 
本研究では、マンガにおける臨時的な英語オノマトペの音韻構造に注目し分析を進めた。
英語のオノマトペには明確な音韻形態的基準がない、とした先行研究が多い中で、複数の
作品から同一の音韻構造を持つ用例を多数抽出できたという点で、今回の調査は有益なも
のであったといえるだろう。また、調査を進めていく上で、ジョーデン (1982) によるマン
ガにおける英語オノマトペの 3 つの特徴が、臨時的な英語オノマトペの創出にどれほど影
響を及ぼしているのか、ということが疑問として生じた。今後は、今回得られたデータを
もとに、3 つの特徴の影響度についても分析していきたい。 
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